
２
０
０
４
年
12
月
９
〜
16
日
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
で
、
東
ア
ジ
ア
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
中
国
と
世
界
経
済
（C

hina
and

th
e
G
lob
al
E
con
om
y

）」
と
題
さ
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
セ
ミ

ナ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
、
１
９
４
７
年
に
３

名
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
生
の
発
案
に
よ
り
第
二

次
世
界
大
戦
後
で
疲
弊
し
た
欧
州
の
学
生
ら

と
米
国
人
と
の
交
流
を
目
的
に
始
ま
っ
た
、

歴
史
あ
る
知
的
交
流
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
１
５
０
カ
国
、
２
万
５
０
０
０
人
以
上

が
参
加
し
て
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
環

境
、
文
化
等
の
幅
広
い
分
野
で
の
議
論
を
通

じ
た
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

東
西
冷
戦
期
の
１
９
６
０
年
代
以
降
に
は

旧
ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
青
年
と
の
対
話
の
場

と
な
り
、
そ
の
後
は
次
第
に
そ
の
人
的
交
流

の
範
囲
を
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、

ア
ジ
ア
へ
と
広
げ
た
。
ア
ジ
ア
問
題
を
専
門

に
扱
う
東
ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
93
年
に

始
ま
り
、
年
１
回
の
会
合
は
96
年
か
ら
続
い

て
い
る
。

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
東
ア
ジ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
講
師
役
の
フ

ァ
カ
ル
テ
ィ
１
名
と
討
論
参
加
者
で
あ
る
フ

ェ
ロ
ー
と
し
て
若
手
研
究
者
を
２
名
派
遣
し

て
い
る
。
今
回
は
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
と
し
て

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
河
合
正
弘
教

授
、
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
今
井
健
一
・
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
と

と
も
に
筆
者
も
参
加
し
た
。

会
場
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
市
中
心
部
に
ほ
ど

近
い
レ
オ
ポ
ル
ズ
ク
ロ
ー
ン
城
で
、
こ
こ
に

約
１
週
間
滞
在
し
て
寝
食
を
と
も
に
し
な
が

ら
毎
回
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
う
。
こ
の
城
は
１
７
３
６
年
に
貴
族
の
フ

ィ
ル
ミ
ア
ン
家
出
身
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
大
司

教
の
住
居
と
な
り
、
１
９
１
８
年
か
ら
は
ザ

ル
ツ
ブ
ル
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
創
始
者
の

一
人
で
あ
る
演
出
家
の
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン

ハ
ル
ト
の
所
有
と
な
っ
た
。
彼
の
死
後
、
ラ

イ
ン
ハ
ル
ト
夫
人
の
協
力
で
セ
ミ
ナ
ー
会
場

と
し
て
提
供
さ
れ
、
１
９
５
８
年
以
降
は
同

セ
ミ
ナ
ー
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
テ
ー

マ
で
あ
る
「
中
国
と
世
界
経
済
」
を
め
ぐ
っ

て
、
午
前
中
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
８
名
に
よ
る

基
調
報
告
と
そ
れ
に
対
す
る
５
名
の
フ
ェ
ロ

ー
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
質
疑
応
答
。
午

後
に
は
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
行
な
わ
れ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
育
ち
で
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英
語
と
中
国
語
に
堪
能
な
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

シ
ェ
ン
議
長
に
よ
る
中
国
問
題
概
説
に
続
き
、

６
回
に
わ
た
る
基
調
報
告
で
は
、
マ
ク
ロ
経

済
、
金
融
、
通
商
外
交
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
日
中

ア
ジ
ア
関
係
、
安
全
保
障
問
題
が
テ
ー
マ
に

選
ば
れ
た
。

マ
ク
ロ
経
済
に
関
す
る
基
調
報
告
で
は
、

林
毅
夫
・
北
京
大
教
授
か
ら
「
中
国
経
済
は

今
後
20
〜
30
年
間
に
わ
た
り
実
質
８
〜
９
％

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
が
続
く
」
と
い
う
観
点
が
披

露
さ
れ
、
中
国
人
を
含
む
参
加
者
た
ち
か
ら

疑
問
の
声
が
あ
が
っ
た
。
あ
と
で
「
こ
れ
だ

け
の
成
長
が
続
く
『
潜
在
力
』
が
中
国
経
済

に
は
あ
る
の
だ
」
と
い
う
補
足
説
明
が
あ
っ

た
が
、
一
般
に
い
わ
れ
る
「
10
〜
15
年
は
成

長
が
続
く
が
、
成
長
率
は
次
第
に
低
下
す
る
」

と
す
る
説
よ
り
楽
観
的
で
あ
っ
た
。

林
毅
夫
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

に
指
名
さ
れ
た
今
井
研
究
員
は
、
日
中
経
済

の
発
展
過
程
に
お
け
る
比
較
の
観
点
か
ら
、

「
現
在
の
中
国
で
も
投
資
ブ
ー
ム
、
消
費
水

準
向
上
、
企
業
の
対
外
投
資
と
い
っ
た
高
度

成
長
期
の
日
本
と
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る

一
方
で
、
①
中
国
で
は
新
興
企
業
の
急
成
長

後
に
経
営
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
露
見
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
１
９
６
０
年
代
に

企
業
統
治
が
比
較
的
確
立
し
て
い
た
こ
と
、

②
中
国
で
は
成
長
の
も
と
で
も
地
域
間
の
所

得
格
差
が
拡
大
中
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日

本
の
高
度
成
長
期
は
一
貫
し
て
所
得
格
差
縮

小
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
う
相
違
点
が
あ
る
」
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こ
と
を
指
摘
し
た
。

河
合
教
授
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
中
関
係

に
関
す
る
報
告
で
豊
富
な
図
表
デ
ー
タ
を
使

い
な
が
ら
、
市
場
競
争
を
促
進
し
相
互
信
頼

関
係
を
妨
げ
な
い
限
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る

日
中
の
健
全
な
競
合
関
係
は
好
ま
し
い
と
指

摘
し
、
歴
史
問
題
の
恒
久
的
な
解
決
、
投
資

ル
ー
ル
・
知
財
問
題
や
マ
ク
ロ
経
済
政
策
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
政
策
対
話
の
必

要
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
案
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、

中
国
の
為

替
政
策：

変
動
相
場
制
の
時
機
な
の
か
、

中
国
で
の
委
託
生
産：

機
会
と
リ
ス
ク
、

対
中
直
接
投
資：

機
会
と
リ
ス
ク
、

中
国

ビ
ジ
ネ
ス
指
南
、
の
４
つ
。
各
組
２
〜
３
名

の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
の
も
と
で
４
回
の
討
論
を

重
ね
、
最
終
日
に
参
加
者
全
員
に
向
け
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。

筆
者
の
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
Ａ
を
指
導
し

た
の
は
、
胡フ

ー

暁
シ
ャ
オ

煉
リ
ア
ン

・
人
民
銀
行
行
長
助
理

と
王ワ

ンe ユ
ア
ン

香
港
証
券
先
物
委
員
会
中
国
政
策
顧

問
、
河
合
正
弘
教
授
の
３
名
で
あ
る
。
日
頃

か
ら
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
し
て
い
る
参
加

者
に
と
っ
て
は
、
当
局
者
に
直
接
質
問
で
き

る
機
会
と
あ
っ
て
、
討
論
よ
り
質
疑
応
答
に

終
始
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
討
論
を
通
じ

て
、
利
益
関
係
が
多
様
化
す
る
な
か
で
改
革

を
遂
行
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
金
融
引
き
締

め
策
や
人
民
元
問
題
に
対
す
る
中
央
銀
行
の

考
え
方
、
中
国
特
有
の
経
済
金
融
用
語
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
。

欧
州
の
参
加
者
と
の
会
話
で
印
象
的
だ
っ

た
話
に
、
「
欧
州
へ
の
中
国
人
観
光
客
数
が

日
本
人
を
上
回
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

日
中
両
国
の
人
口
差
や
中
国
人
団
体
旅
行
ビ

ザ
開
放
を
勘
案
す
れ
ば
自
然
な
こ
と
な
が
ら
、

中
国
の
経
済
的
台
頭
が
世
界
の
対
中
認
識
を

変
え
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。
報
告
聴
講
、
討
論
、
会
話

の
毎
日
で
唇
が
け
い
れ
ん
す
る
ほ
ど
消
耗
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
背
景
の
異
な
る
参
加

者
た
ち
か
ら
対
中
観
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

の
は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在

日
中
関
係
が
抱
え
る
諸
問
題
に
関
し
て
筆
者

に
投
げ
か
け
ら
れ
た
質
問
に
対
し
て
は
、
日

本
の
国
内
事
情
や
日
系
企
業
の
反
応
等
の
説

明
に
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
修
了
時
の
挨
拶
で
王e

氏
の
話

し
た
「
中
国
に
１
週
間
も
滞
在
す
る
と
１
冊

の
本
を
書
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
が
、

１
カ
月
経
つ
と
１
本
の
記
事
な
ら
書
け
る
と

思
う
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
１
年
も
滞
在

す
る
と
何
も
書
け
な
く
な
る
」
と
い
う
話
に

は
共
感
し
た
。
中
国
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
疑
問
も
沸
い
て
く
る
の
が
常
で
あ
る
。

し
か
し
、
王
氏
が
「
今
回
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル

グ
に
集
ま
っ
て
中
国
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た

が
、
次
回
は
ぜ
ひ
、
実
際
に
中
国
の
都
市
・

農
村
、
沿
海
・
内
陸
各
地
を
訪
れ
て
、
生
の

中
国
を
目
で
見
て
ほ
し
い
」
と
続
け
た
こ
と

に
救
わ
れ
た
。
筆
者
は
近
く
中
国
へ
転
勤
す

る
予
定
で
あ
る
。
中
国
で
生
活
す
る
こ
と
で

少
し
で
も
中
国
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。a
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